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　東京都は東京都区部・多摩地域・島嶼部の三地域からなり、島嶼部には25,353人が住んでいる（平成31年

1月1日現在）。島嶼部をつくる伊豆・小笠原諸島は伊豆半島南東沖の相模トラフから南につづく小笠原海溝を

東にみて並走する小笠原海嶺から小笠原トラフを挟み、さらに西側に七島・硫黄島海嶺、西七島海嶺、四国海

盆へとつづく、本州にも匹敵する長さ約1100km、幅300km～400kmにおよぶ島弧である。海底火山を含めて

21の火山が確認されており、そのうち14が活火山として監視対象となっている。現在、我々は島嶼部のハ

ザードマップ作成や防災計画の策定に必要な情報を集約するために、それぞれの火山についての活動史や、噴

火の様式や規模、噴出物の分布範囲の解明と、島嶼部の高精度なテフラ編年の確立をめざして研究に取り組ん

でいる（青木ほか、2019；小林ほか、2019a,b）。 

　島嶼部でのテフラ研究は、陸上のように各テフラ層の分布範囲や層厚を丹念な踏査で追跡することは困難で

あることから、基本的に発見した地点ごとに各テフラの岩石学的特性と化学的特性の情報を集積して、その理

化学的なデータに基づいて対比することになる。本研究では、伊豆諸島の島間のテフラ編年をさらに発展させ

るために、各島での調査結果から得られたテフラに関する岩石学的特性と化学的特性のデータベース化を進め

つつある。また、島嶼部火山起源のテフラは周辺の深海底にも堆積していると考えられ、これらの陸上での踏

査で得られた情報と各テフラの特徴を分析したデータをもとに、房総半島沖の深海で掘削されたコア

CK09-03,C9010E中に介在するテフラ層序の解明に取り組んでいる（青木ほか、2019）。本発表で

は、2017年末から始まった新島における第四紀後期テフラの層序研究で分析されたテフラの岩石学的特徴お

よび化学的特性について報告する。 

　西七島海嶺の北部、銭洲海嶺上に位置する新島島内の大三山、富士見峠、宮塚山、および新島西岸1.6km沖

にある地内島を踏査した結果、新島火山起源テフラ、神津島火山起源テフラのほか、外来の玄武岩質テフラ等

の薄層を含め、少なくとも第四紀後期（およそ過去5万年間程度）の間に21回の噴火イベントを確認すること

ができた（小林ほか、本大会）。これらの地点で採取された試料について、水洗、風乾後に250㎛、

125㎛、63㎛サイズで篩い、実体顕微鏡による観察を行い、63-125㎛サイズの試料については火山ガラスの

屈折率の測定、およびEDS（エネルギー分散型エックス線分析）で火山ガラスの主元素組成分析を行った。重

鉱物は125-250㎛サイズ（一部は63-125㎛サイズの試料）の試料を対象に顕微鏡下にて手選で拾い出し、屈

折率の測定を行った。 

　新島火山では珪長質な組成を持つ軽石層、火砕サージなどのほかに、スコリアからなる玄武岩質テフラも確

認される（小林ほか、2019a）。珪長質な火山ガラスを主体とするテフラにもスコリアが混ざることが多

い。ほとんどの珪長質テフラ層は斜方輝石、角閃石類（普通角閃石およびカミングトン閃石）を含み、一部で
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少量の黒雲母が確認される。また、長石と石英も多く含まれ、特に高温石英が特徴的である。新島起源テフラ

の特徴として、重鉱物の屈折率がばらつく傾向がある。特に赤崎峰テフラ、宮塚山テフラ、宮塚山南部テフラ

に含まれる斜方輝石の屈折率で顕著で、ヒストグラムで見ると1.700-1.730の間でバイモードないしはトライ

モードを示し、検出頻度は少ないものの化学組成的にフェロシライトに近いと予想される1.730前後の高屈折

率の斜方輝石も含まれる。また、赤崎峰テフラ、宮塚山テフラに含まれる普通角閃石でも同様

に、1.663-1.688の間でバイモードないしは屈折率の範囲が大きくなる傾向がある。一方で、カミングトン閃

石の屈折率については、後期更新世から完新世のテフラまで、ヒストグラムはそれぞれ単一にまとまることが

多く、1.658-1.669の範囲に収まり、斜方輝石や普通角閃石のように屈折率の範囲がばらつく傾向はみられな

い。 

　火山ガラスの屈折率はおおむね1.492-1.501の範囲であり、日本の第四紀テフラの火山ガラスの屈折率は

1.501-1.505が最もありふれている点と比べると（町田・新井、1992）、かなり低い部類といえる。火山ガラ

スの主元素組成はおおむねSiO2が77.7-78.2 wt%、Na2O+K2Oは7.0-8.3 wt%の範囲に収まり、大半は7.2-7.7

wt%となる。また、FeO*の含有量が0.7-1.0 wt%と少なく、SiO2の含有量が多いことも併せて、上述した火山

ガラスの屈折率が低いことと調和的である（Furuta et al., 1986; 吉川, 1990）。
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